






























研究計画 

 日本赤十字社都内産科全 5施設(日赤医療センター産科・婦人科,武蔵野赤十字病院産婦

人科,大森赤十字病院産婦人科,新宿赤十字産院,葛飾赤十字産院)において1976年(昭和51

年)以降,独自の施設ベースの先天異常モニタリングを実施しすでに 10 年を経過した。モニ

タリングにあたっては,要因解析を目的として先天異常児の診断記録とあわせて,そのつど,

産婦年齢階級ならびに初産・経産の別,居住地域をマッチした対照例を調査対象とし,ケー

スコントロール研究が可能になるようにしている。 

 すでに,四肢奇形,口蓋裂唇裂,未熟児,ピル服用歴,タバコ飲酒歴による差,ダウン症,な

どについて解析を行ない,学会等に発表した。 

 上記の結果をふまえ,妊娠の早期診断をなしえた要因につき,詳細な問診により,リスク

別コーホートを作成し,プロスペクティブな研究を行なう予定であり,更には,助産婦養成

のための現行カリキュラムを先天異常モニタリングの見地から検討を加え,要すれば改訂

案を提出したい。 


